
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価アンケート  

【アンケート結果から】 

「友達と仲良く」の項目は９５％以上の方々に肯定的な意見をいただきました。その他、「あいさつ」や「安全」など７項

目が９０％以上の肯定的な回答をいただいています。これら肯定的な回答を多くいただいた項目については、今後さ

らに活動を充実させられるようにいたします。肯定的な評価が８０％程度、またはそれを切る結果となった項目は、昨

年度と同様に「特性に合わせた手立てを相談・支援」、「積極的なＩＣＴ教育」となっています。昨年からの課題が改善さ

れていない項目については、取り組みを大きく転換していく必要があると考えています。児童の特性をしっかり見極

め、適切な手立てを取ることや、相談体制の充実を図ること、またタブレットの活用について全校体制で授業・家庭学

習・個別学習・各種連絡等に取り組む実践を進めることなど、課題が解決できるよう努めて参ります。 

【記述欄から】 

学習指導や生活指導・学校のルール・宿題の扱い等、児童の学校での生活面をはじめ、各種行事、ICTやマチコミ

の活用、登下校の安全、学校の施設面等、多くの項目のご指摘をいただきました。学校では、小学校学習指導要領を

もとに、各学習指導や学校行事のねらい・内容について立案し実践していますので、かつてあったものが変わったり、

なくなったり、新しいものができたりします。その中で、いただいた意見をもとに今後改善が必要な内容と考えられるこ

とについては、早急に取り組むようにしていきます。同じ項目であっても相反するご意見もありますので、いただいたご

意見をよく検討し、子供たちが安心して、明日を楽しみに思うことができる四街道小学校になることを第一に、改善に

努めます。また、施設面については引き続き市へ要望等を伝えていきます。登下校の安全については、校外のことでも

ありますので、保護者・地域と三者で実践していける取り組みが必要と考えています。 

※保護者の方からの改善案やご意見７０件 



R５年度 学校関係者による評価 
【行事について】 

・どの学年も工夫して発表をし、子供たちも生き生きと参加できていた。 

・子供たちがみんなで６年生を楽しませよう、感謝を伝えようという雰囲気をつくれていた。 

・このような行事で、伝統や６年間の流れが子供たち全員に意識化できる。 

・これまでのコロナ禍による行事の中止や簡素化などで、経験したことのない先生や児童も多か

った中で、練習や準備も大変だったと思う。 

 

【児童の様子・学習の様子について】 

・挨拶がよくできる子が多く気持ちがよい。 

・よく工夫されていて面白い授業が多かった。特に算数がよかった。 

・体育にもタブレットを活用しているなど活用の幅があることがわかった。 

・授業の導入、話し合いの仕方、まとめ方など、授業の進め方が整っている。強いて言うなら、

話し合いを始める際にももう一つ驚きを与えるような取組があるとさらによい。 

・タブレットを使った授業が多く行なわれていてすばらしいが、故障などの話も聞く。市教委で

も多くの端末が運びこまれて担当の先生も大変そうだ。 

・低学年の教室にゴミや落とし物が多いことが気になった。 

・休みの子が多い学級が多い。インフルエンザの影響もあるが、祝日と土日の合間の日に事故欠

が多いのは家庭の考え方の変化も感じられる。 

・近隣で、夜遅く店などに来ている子供が目につく。 

 

【学校運営について】 

・懇談会の持ち方を工夫し、学校や学級・担任の考えや方針、想いを伝える機会としたい。 

・英語や、タブレットを使った授業など、今は学習することが多く子供も教師も大変だろう。 

・講師の先生が多い。研修の機会が少ないため、先生方は多忙化の中で講師の先生たちへの指導

もあり、さらに大変だろう。 

・水泳指導などは業者に任せることでコスト面・安全面だけでなく業務改善としても効果的。 

・体罰について、今後も研修を積んでよい指導を継続していってほしい。 

・「置き勉」について基準を作るとよい。 

・委員会などで子供からの意見を取り入れて活動を組んでいくとよい。先生（上）からの作業や

話し合いの指示ばかりにならないように気を付けてほしい。 

・地域との話し合いでゾーン３０プラスを導入できたのはとても良いことだ。 

・今後、地域のシルバー人材に頼るのではなく、保護者による交通指導のシステムを作っていく

ことが必要だが、保護者の理解を得ることが難しい点が課題だろう。 

 

【その他】 

・四街道小学区の子ども食堂について 

・バザーを再開できないかと思うが、今はメルカリなどの利用者も多く、物が集まらない所もあ

ると聞く。土日休みでない保護者も多く開催日の設定も以前より難しい。 

・貸し出しているタブレットは６年間ももつ（故障やスペックなどが）ものなのか心配だ。 

・ランドセルやノートが以前より大きくなっているが、ロッカーの規格が小さく実情に合ってい

ない。 

・子育てに対する家庭の意識の差が大きいと感じる。 
 

 

 


